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計図が作られ、一部の機器の製作・性能試験が開始された。その計画途上の 1964 年 3 月に、西村英一は
57 歳の若さで急逝した。これにより一時は計画続行が危ぶまれたが、あとに残った田中豊は、一戸時雄、
岸本兆方、中川一郎、田中寅夫などの協力を得て、粘り強く計画推進に向けての努力を続けた。 










行機材は、各観測所あたり、(1)Bow-string 型伸縮計 2 成分、(2)水平振子型傾斜計 2 成分、(3)磁気偏
角変化計 1 台、(4)気温気圧変化計 1 台、(5)光学記録器 2 台、(6)光源ランプ 8 台、(7)付属品 1 式
であった。合計 30 箱、総重量4 トンに達するこれらの観測機器等は、1965 年7 月 17 日に京都大学から
搬出され、神戸港から船便でペルー及びチリ両国に送り出された。 
そして、1965 年 10 月～1966 年 1 月の3 ヶ月間、田中 豊、中川一郎と津島吉男の 3 名がペルー及び
チリに出張し、計器設置ならび現地職員の技術指導を行った。まず、ペルーにおいては、イカ地域にペル
ー地球物理研究所が用意した横坑4カ所に観測計器の据付を行った。続いて、アレキパ地域に国立サン・









 1966 年 6 月 7 日にペルーのイカ地域の沖合 20km の太平洋底に M=6.3 の地震が発生し、震源から約
































1979 年から 3 年次にわたり、中川一郎のリーダーシップで、日本の海外学術調査班が延べ 4 回に及ぶ
環太平洋国際重力結合を実施した。これには、国内の大学・研究機関から9台のスプリング式ラコステ重
力計（G型）が参加し、重力差にして6Gal（cm/s2）に及ぶ環太平洋の15カ国・地域にある合計34都市

















in Indonesia :VSI)の構内に移設することを決定し、1997 年 12 月に福田洋一、東敏博らの協力を得て、





バンドンはGGP に所属する約 20 の観測点のなかで、唯一赤道域にあるSG 観測点として、1997 年以
来、貴重なデータを GGP に提供するとともに、バンドン観測点に固有の問題として、降雨・地下水・土




京都大学では再開に向けての努力を続けたが、講座担任の竹本は 2006 年 3 月に定年退職した。そのあと
を継いだ福田洋一がジャカルタとバンドンの中間にあるチビノン（Cibinong）のインドネシア測量及び地
図 国 家 協 力 機 構 （ The National Coordination Agency for Surveys and Mapping in 










年から 2005 年の 4 年間に竹本修三が中心となり、国土地理院及び中国科学院測量・地球物理研究所など






東アジア・東南アジア地域で実施した絶対重力測定の測定点が図 1 に示されている。今後 10 年程度の
間隔をおいて、各重力点の繰り返し測定を行えば、大陸と島弧の相対的な上下変動を cm オーダーで明ら
かにすることができると期待される。 
このほか、絶対重力計の重要な役割の１つは超伝導重力計（SG）の Calibration Factor を決定するこ
とにある。このキャンペーン期間中にSG が設置されている武漢、バンドン、江刺、松代、京都及び神岡







型絶対重力計を用いて 2008 年度からインドネシアやタイにおいて多点の絶対重力測定を行い、GPS 




  最後に京都大学の測地学研究者の国際測地学協会（IAG）への貢献を記しておく。 
  ==============================================================   
中川一郎  
1983～1987 IAG Section III (Determination of the Gravity Field): Secretary 
1987～1991 IAG Section III (Determination of the Gravity Field): President 
〃      IAG Executive Committee: Member 
田中寅夫 
1984～1987 IAG Commission VII(Recent Crustal Movements)  
Western Pacific Sub-commission Secretary 
1987～1991 IAG Commission VII(Recent Crustal Movements) Vice President 
1991～1999 IAG Commission VII(Recent Crustal Movements) President 
竹本修三 
1991～1995 IAG Special Study Group:3.137 [Combined Use of Gravimetry and 
Stress-Strain Measurement Techniques]: Chairman 
1995～1999 IAG Commission V(Earth Tides) Vice President 
 74
1999～2003 IAG Commission V(Earth Tides) President 
福田洋一 
2007～2011 IAG Commission 2 (Gravity Field) President 
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